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『美術資料（山口県版）』は山口県で美術を学ぶ子どもたちにとってぜひ受け継いでほしい美術文
化を掲載した資料集である。わずか12ページしかない誌面ではあるが、そこには「山口県の伝統と
文化を受け継いでほしい」、「山口県にも誇れる美術環境や作品が多くある」、「山口県で学ぶならこ
のことは知っておいてほしい」という美術科教員としての想いが込められている。しかし、美術科
教員にとって教えたいことや伝えたいことが異なる。地域の美術や身のまわりの美術にふれること
の大切さについては指導すべき事項として学習指導要領には示されているが、それが具体的に何か
は書かれていない。だからこそ、県内の美術科教員が集まり、話し合い、検討し、山口県版のペー
ジを作成している。本誌は、今回の編集の記録であり、今後も改訂していくための参考として残し
たいと考え、記したものである。

はじめに
山口県内の中学校において多くの学校が美術科で用い

る資料集を活用している。そういった教員からは「資料
が豊富であること」という意見が多い。資料の多さは美
術の表現が多様であることに起因している。絵画表現ひ
とつをとっても、「何を描くか」という対象、「どのよう
に描くか」という方法が多様である。「何を描くか」に
ついては人物や風景、想像の世界や抽象的な表現などが
あり、人物の抽象的な表現など、対象が明確に区別でき
ないものも多々ある。また、「どのように描くか」につ
いては、鉛筆、水彩絵の具、アクリル絵の具、墨、パス
テル、版表現などがある。さらに、絵画と彫刻、絵画と
デザイン、絵画と工芸など絵画という領域の区別が難し
い表現もある。このような多様な表現に対応し、学習す
る子どもたちにヒントとなることから、資料集は多く活
用されている。

そのような資料集の中でも秀学社は、地域に応じた
ページを設けている。山口県においてもこれまで、県内
の美術科教員が力を合わせて作成してきた。ここでは、
学習指導要領の改訂にあわせて行われた『美術資料（山
口県版）』の改訂について、県内の教員が連携し、作成
した過程や意図をまとめることで、今後の改訂、さらな

る美術科教育の振興・発展に役立てるための記録とした
いと考えたものである。

１．美術資料集の役割と意義
 （1）教科書と資料集の位置づけ

中学校美術科の教科書は、３社から出版されている１）。
学習指導要領に基づき、領域や表現方法等により多様な
学習を視覚化している。それぞれに取り上げる作品は異
なるが、表現においては総じて作家の作品と生徒作品を
掲載し、どのような作品をつくればよいかがわかりやす
く示されている。また、作家の作品については、これま
で歴史的に高く評価された過去の名作と呼ばれる作品が
多く取り上げられていたが、近年は現代作家の作品が多
く取り上げられている傾向がみられる。さらに、他教科
と比べると冊子の大きさが大きく、紙や印刷の質が高い。
写真の占める割合が高く、解説等の文字が少ないといっ
た特徴もある。

教科書を用いて授業で指導する際は、アイデアや技法
も詳細であるほどよいが、学習の意図とその成果として
完成した作品を掲載している場合が多い。だからこそ、
その過程を知るための資料集が必要となる。

美術科の資料集を出版しているどの社も表現において
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は制作手順や技法を主とした構成となっており、鑑賞に
おいては多様な作品を掲載している。ページについては
いずれの出版社も200ページ前後である。
 （2）美術資料集の活用状況

県内の美術科教員の研修会等で情報交換をした際に
聞き取りを行った２）。資料集を購入している学校は多く、
その理由としては、技法書として必要であること、豊富
な資料がある方がよい等であった。その他、大規模校以
外では美術科教員が任用されるところが少ないという実
情があり、中規模・小規模校では臨時的任用教員や許可
免で教える学校が多く、「資料集が指導する際にも役に
立つ」「生徒が興味を示す」「将来的に持っていてもよい
内容である」といった理由から採用しているといった情
報も聞けた。

そのような中にあって、本誌で取り上げる秀学社の美
術資料集を採用している割合が高いという実情が分かっ
た。理由としては山口県のページを設けていること、ま
た、『美術資料（山口県版）』の作成については山口県造
形教育研究会の協力により、これまでも多くの教員が携
わってきていることが背景にある。本山口県版について
は、2000年の発行から始められたものであり、2013年、

今回の2023年に改定している。そうした努力もあり、本
県においては本資料集を活用しているのである。なお、
秀学社の美術資料集については、多くの都道府県で工夫
した独自のページを作成している。

２．資料集の構成と特色
先に述べた通り、これまで山口県版は今回の改定を含

め、３回の改定を行っている。その中で山口県らしい作
品を掲載し、地域性を示してきた。内容を比較すると以
下の表１の通りとなる。

2000年版では、美術館との連携が重視されていたこと
もあり、各館の紹介が主であった（図１－１，２）。そ
の後、2013年版では身のまわりの美術との関わりを重
視した構成とした（図２）。今回の2023年版では、地域
の特色や伝統文化を重視した構成とした。これまでの取
組を引き継ぎつつ、少しずつ内容の変更と構成の工夫を
行ってきた。特に今回の改訂ではページ数を４ページ増
やし、内容を充実させることとなった。

このように地域性と領域のバランスを考え、中学生に
とって山口県の独自性を意識できるように構成を考えた。

表１　これまでの資料集の内容比較

2000年版

p.1 p.2～6 p.7 p.8

山口県の美術館 各美術館紹介 工芸品、町並み
と建造物

県内の美術館・
博物館

2013年版

p.1 p.2,3 p.4～7 p.8

山口県の美術 生活と美術
伝統工芸 各美術館紹介

雪舟
県内の美術館・
博物館

2023年版

p.1 p.2,3 p.4 p.5～10 p.11,12

山口県の風景と
美術

町とアート
シンボルマーク
とキャラクター

伝統工芸 歴史と美術
雪舟と山口

県内の美術館・
博物館

図１－１　2000年版の全体構成
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３．作成までの過程と成果
 （1）編集委員について

編集委員の選考については、『美術資料（山口県版）』
使用開始の約２年前に開始した。絵画、彫刻、デザイン、
工芸、鑑賞などの領域や、区別の難しい多様な表現にも
対応することができるように、山口県造形教育研究会の
福田隆眞会長から助言を得、様々な領域の制作や指導に
ついて詳しい教員を県内の中学校美術科教員の中から選
んだ。

また、今後さらに改訂される可能性があることから、

次期編集員育成のために年齢層も考慮し、若手、中堅、
ベテランそれぞれの立場の教員を選考した。多様でバラ
ンスのよい内容になるように配慮し、編集委員は選出さ
れた。
 （2）作成過程について

大まかな作成過程は、次の表２のとおりである。
①では、現状において資料集の山口県版や本体部分の

使用状況を聞くとともに、今後、取り上げたい作品や作
家について編集委員から意見を聞いた。活用については、
美術科の授業に留まらず学校行事や総合的な学習の時間

図１－２　2000年版の全体構成

図２　2013年版の全体構成
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で使用することも考えられるという意見もあった。また、
今後掲載したい作品や作家として、アニメーションや山
口県出身の活躍中の作家、地域の活動とつながりのある
造形作品や造形活動も扱ってよいのではないかといった
意見もあった。初回の会議以降、コロナウイルス感染症
拡大の影響からなかなか会議をもつことができなかった
が、編集委員各自が掲載作品や作家等について、調査や
まとめをメールや郵送等でこまめに事務局へ連絡を入れ、
情報共有を図った。

感染症拡大が落ち着きはじめ、参集が叶ったことから、
②について会議をもった。ここでは、それまで編集委員
が調べたりまとめたりした作品や作家を元に全体方針を
決め、項目や掲載の意図を確認し合った。その中で、現
時点で流行っている作品や作家もあるが、やはり「ある
程度の時間を経て美術的価値が認められているものを取
り上げる」という方向性が定まった。

③については、②を受けて山口大学の足立よりあらか
じめ作成した全ページ（12ページ）のレイアウト案をも
とに、編集会議において検討・決定をした。この会議に
おいて、山口県ゆかりの国宝である雪舟筆『四季山水図
巻』を観音開きで掲載することを決定した。ページ数や
予算との調整も叶い、今回の『美術資料（山口県版）』
の特色のひとつとすることとした。

編集委員の労力を最も要したのが、④である。多数の
作品等について使用や掲載の許可を申請・取得しなけれ
ばならなかった。ページや地域で分担したが、感染症拡
大防止のために注意を払いながら先方へ赴いたり、メー
ルや手紙でのやりとりを重ねたりする必要があった。各
編集委員が夏季休業中から晩秋にかけて根気よく地道に
取り組み、必要な許可の取得を終えることができた。ま

た、これらの活動と並行して⑤も行った。作品等の説明
文作成や各ページのレイアウトの調整などについて、委
員同士や美術館等への確認を行い、11月下旬に初稿版へ
向けて入稿することができた。

これらの活動を進めていくために役だったのがICTで
あった。編集委員がつながったグループ上で情報交換を
することができ、速やかな情報共有や役割分担をするこ
とができた。さらに、業者の編集者がウェブ上で画像や
文章についてやりとりできる手続きをとってくれたお陰
で、速やかな情報の共有や交換が可能となった。

全ての画像と文章が出そろった時点で、⑥のように確
認・修正の作業に入った。作業は大きく２回行った。ま
ず、各編集委員に紙媒体の資料を送り、各自で修正箇所
の確認をしてもらった。その後、一同に集まり、全体を
みながら修正を行った。この際には、文字の誤植、フォ
ントやサイズ等、細部に渡って確認した。

ここで、改めて全体の掲載作品のバランスを確認し、
特に工芸作品がやや少ないことが浮き彫りとなった。多
様な表現に対応する資料集とするため、工芸作品を数点
新たに加えることにした。

確認・修正を終えた原稿を年が明けて入稿し、１月末
には見本本が刷り上がった（図３）。見本本を編集委員
各自に送付し、画像・文章・レイアウト等の最終確認を
し、３月初旬に配給本の印刷に入った。
 （3） 原稿の作成の具体

ここでは「雪舟と山口」、「萩焼」、「美術館」のページ
の原稿作成の具体について紹介する。
　①　雪舟と山口

雪舟は日本を代表する画家である。雪舟作の国宝は
６点あり、他の画家の追随を許さない唯一無二の存在

表２　作成過程（実施内容と時期）
作成過程 内　　容 時　期

① 情報および意見交換 資料集の使用状況や今後、取り上げたい作品や作家に
ついて情報や意見交換

令和３年８月末～令和４年７月

② 編集ついて方針の検
討・決定

掲載作家や作品について方針の検討・決定 令和４年６月

③ 全体のレイアウトの
作成・検討・決定

各ページのおおまかなレイアウトについて検討・決定 令和４年６月～７月

④ 掲載作品の許可取り 著作物使用許可、掲載許可、作品使用の承諾等申請な
ど

令和４年７月～１１月下旬

⑤
説明文の作成とレイ
アウト再検討および
初稿版の入稿

必要な説明文等の作成
各ページのレイアウトの再検討
初稿版のための入稿

令和４年７月～１１月下旬

⑥ 初稿版の確認・修正
（２回）

誤植、フォントやサイズ等の確認 令和４年１１月下旬～１２月末

⑦ 原稿入稿 見本本印刷のための入稿 令和５年１月初旬
⑧ 見本本の確認・修正 見本本の画像・文字についての確認と修正 令和５年１月末～２月末
⑨ 最終入稿 配給本印刷のための入稿 令和５年３月初旬
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である。その雪舟が能力を大きく開花させたのは、中
国から帰国して、50歳以降のことである。この中国に
渡るに至った背景には、山口を治めていた大内氏の権
力と財力があった。また、帰国後も山口を拠点として
いたことも事実である。そのように考えたとき、雪舟
や当時の大内文化は、山口の美術を語る上で欠かせな
い存在といえると考え、雪舟を取り上げることとした。

今回の改訂で一番のメイン作品をここで取り上げる
こととした。作品は『四季山水図巻』（国宝）である。
本作品は、毛利博物館の所蔵品でもあり、大内氏から
毛利氏へと受け継がれた至宝ともされている。16メー

トルもある作品でもあるので、どのように掲載するか
は検討事項となった。最終的には中折、見開きの４
ページを使用して２段で作品の全容を掲載することと
した。『四季山水図巻』の紹介だけでなく、雪舟の紹介、
大内文化の紹介も盛り込むこととした。取材にあたっ
ては、『四季山水図巻』を所蔵している毛利博物館の
柴原館長、山口県立美術館の荏開津学芸専門監、山口
市文化財保護課の河﨑主査にも協力していただき、原
稿の確認を依頼し、本稿の完成までを行った。

特に毛利博物館の柴原館長においては文化財を受け
継ぐことの重要性、山口県立美術館の荏開津学芸専門

図３　2023年版の全体構成
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監からは雪舟の研究者としての専門的知見や表現の特
徴、山口市文化財保護課の河﨑主査からは大内文化の
担当者としての様々な情報を説明していただいた。こ
れまでも、様々な文献３）で雪舟や大内文化について調
べてはいたが、実際の話を聞くことで、さらに詳しい
背景や貴重な情報を得ることができた。また、ここで
得た情報をもとにさらに詳しい調査や研究をした。特
に大内文化については地方文化として栄えたていた軌
跡を辿ることができた。実際には原稿に反映はされな
かったが、時代背景や多様な文化を知る上で、貴重な
情報を得ることができた（図３�p.7～10参照）。

　②　萩焼
萩焼は、16世紀に毛利氏が朝鮮半島から職人を招き

入れ、定着したものとされている。日本でも茶の湯の
世界では人気のある焼き物で、素朴さがよいとされて
いる。しかしながら、一見地味でそのよさを理解され
ることは少ない。知識として理解されても、その先の
好みの問題は別である。中学生に山口県を代表する工
芸品として、その価値は伝えていきたいと考え、掲載
に至った。

そこで、他の焼き物との違いを明確にし、萩焼なら
ではのよさを知るために萩焼の窯元泉流山を訪問し、
直接取材をすることとした。中でも「七化け」、「割高
台」、「御本」の３点を特徴としてあげられ、制作過程
については「登り窯」と「蹴ろくろ」について紹介し
ていただいた。萩焼にしかないものとは言えないが、
萩焼で大切にされてきた表現であり、伝統的な技法で
あることは、子どもたちにも伝えるべきこととして、
掲載することとした（図３�p.４参照）。

　③　美術館
美術館に関する原稿の作成については、「美術館が

所蔵している作品を掲載する」ことと「美術館自体を
紹介すること」の２点を共通理解し、県内各地の以下
の９施設を取り上げることとした（図３�p.11～12参
照）。

ア　山口県立美術館（山口市）
イ　山口県立萩美術館・浦上記念館（萩市）
ウ　香月泰男美術館（長門市）
エ　下関市立美術館（下関市）
オ　ときわミュージアム（緑と花と彫刻の博物館）
　　（宇部市）
カ　熊谷美術館（萩市）
キ　周南市郷土美術資料館・尾崎正章記念館（周南市）
ク　周南市美術博物館（周南市）
ケ　毛利博物館（防府市）
担当は、取材や依頼をしやすいように各編集委員の

生活拠点に近い場所とした。公的な施設、私的な施設

等に配慮しつつ、施設の選定は行った。作品について
は、基本的に美術館自体が所蔵作品につけている解説
を尊重した。しかし、紙面の都合や他の作品とバラン
スを取る必要から、美術館に相談しながら解説文の長
短や表現等を調整させてもらった。

また、もともと解説文がない作品については、編集
委員が作成し、美術館に相談しながら作成するように
した。美術館自体の紹介原稿については、美術館の規
模（所蔵作品や施設等）を鑑みながら掲載作品の数や
紹介文の検討をした。各美術館が特色としている作品
や取組が伝わりやすいように画像や文章を工夫するだ
けでなく、所在地がわかりやすいレイアウトにするこ
とや配色などについて編集委員で検討を重ねた（図３�
p.11～12参照）。

４．教員の学びと研修・研究
今回の編集作業を通して多くの学びがあった。山口県

造形教育研究会のメンバーを中心として取り組んできた。
より結束力が高まったこと、共通理解ができたことがあ
げられるが、何よりも県内の多様な教材の発掘につな
がった。知らないことを知ること、知っていたことがさ
らに深まったこと、一人の調査、執筆の成果が互いの学
びにつながった。

美術科教員が少なくなっている状況において、教科の
研修機会が減ってきたことは否めない。さらに情報技術
の発達に伴い、多様な資料や情報をインターネット等で
簡単に手に入れることができるようになっている。便利
なものは大いに活用する必要があるが、その一方で情報
の確かさや、美術科教員として知識を得るだけでなく、
価値観が狭くならないようにすることや感覚を磨くこと
など、留意すべきことは多くある。多様であることを扱
う教科である以上、美術科教員として必要不可欠な能力
だと考えている。

互いに学びあうことで、得られるものは多い。それが
研修であり、研究の必要性だとも考える。そのように考
えると、美術資料集の作成は、研修の機会であり、研究
の成果でもあった。

おわりに
美術は多様である。多様であるということは自由であ

るが、「何をつくるか」という段階で迷いやすく、「どの
ようにつくるか」という段階では一人ひとりの思いや願
いが異なるため指導が難しい。だからこそ、そのきっか
けが必要となる。そこに身近なものを用いることが有効
であると考え、山口県版を作成してきた。身近な風景、
作家、作品や文化財、伝統は子どもたちの学びによい刺
激となり、美術をより身近に感じさせるであろう。
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約２年を費やし、『美術資料（山口県版）』の改訂版が
完成した。準備から構成、資料収集、原稿の執筆、完成
までをこの短期間で行えたことは、これまでの取組の積
み重ねと全体の監修をしていただいた山口大学名誉教授
であり山口県造形教育研究会の福田隆眞会長をはじめ、
編集委員の協力があってのことである。改めて完成した
ものを見ると、山口県内に多くの美術教材があることが
分かる。また、これでも一部の紹介に過ぎないことも実
感できた。しかし、今後残すべき文化は、このような資
料を作成することで継承されるものである。また、ここ
で関わった教員が学校現場で子どもたちに伝えていくこ
とができることに、本資料集作成の意義もある。

今後も山口県の美術科教育の発展と山口県の美術文化
の継承と創造に寄与できる資料をつくり続けることで、
美術科教員としての資質・能力の向上に努めていきたい。

注
１�　中学校美術科教科書については、日本文教出版、開

隆堂、光村図書出版の３社が出版している。
２�　上記編集委員等から各地域における資料集の活用状

況を把握した。また、山口県造形教育研究会の会合時
に各地域の活用状況について情報交換する中で、状況
を把握した。

３�　宮島新一著『雪舟　旅逸の画家』青史出版2000.4、
山口県立美術館／編『雪舟への旅』2006.11、山口県
立美術館、雪舟研究会編集『雪舟等楊－「雪舟への旅」
展研究図録』2006.11、柴田哲心著『雪舟の暗号』里
文出版2009.9、久住泰正著『雪舟　孤高の画僧』宮帯
出版社2016.11、古林青史著『天開の図画楼　雪舟等
楊御伽説話』埼玉新聞社2020.6を元に取材を行った。

付記
本稿は、３－１，３－２，３－３－３を西村が担当し、

それ以外を足立が担当した。
なお、『美術資料（山口県版）』は、下記委員等と協力

し作成したものである。
　�山口大学名誉教授、山口県造形教育研究会会長：福田

隆眞
　元下関市立長府中学校校長：山住英朗
　柳井市立柳井中学校教諭：松田和子
　周南市立岐陽中学校教諭：楊井朋子
　宇部市立上宇部中学校教諭：勝見雅子
　宇部市立厚南中学校教諭：迫田淳
　下関市立彦島中学校教諭：平谷祐子
　�下関市立垢田中学校教諭（前下関市立川中中学校教

諭）：廣森香純
　山口大学教育学部附属光中学校教諭：中村賢太
　秀学社編集部：神保浩康

また、『美術資料（山口県版）』で資料提供等いただい
た毛利博物館をはじめ萩焼窯元泉流山、山口県立美術館
等、関係各位にも多大な協力を得た。心よりお礼申し上
げたい。
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